
 

 

2018 年 12 月 19 日 

子会社の吸収合併に関するお知らせ 

 

ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：角 秀洋、以下

「ＳＯＭＰＯヘルスサポート」）は、子会社であるヘルスケア・コミッティー株式会社（本社：

東京都文京区、代表取締役社長：平塚 徹、以下「ＨＣＣ」）を 2019 年 1 月 1 日を効力発生日と

して、下記のとおり吸収合併することを決定いたしましたので、お知らせいたします。  

1. 合併の目的 

ＳＯＭＰＯヘルスサポートが保健指導を通じて蓄積した行動変容のノウハウや最新のテクノロ

ジー技術と、ＨＣＣが蓄積してきた健康関連データや健康情報提供に関する知見を融合し、一人ひ

とりの健康状態に応じた、より効果の高いサービスの開発・提供を目指し 2 社を合併することとし

ました。（合併後のサービスについては＜別紙＞をご参照ください。） 

2. 合併の要旨 

(1) 合併期日（効力発生日） 

2019 年 1 月 1 日 

 

(2) 合併方式 

ＳＯＭＰＯヘルスサポートを存続会社とする吸収合併方式で、ＨＣＣは解散します。 

 

(3) 権利義務の承継 

存続会社は、消滅会社の資産および負債、締結した契約およびこれに係る債権債務を承継します。 

3. 合併当事会社の概要 

 存続会社 消滅会社 

商号 ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社 ヘルスケア・コミッティー株式会社 

所在地 東京都千代田区神田淡路町 1-2-3 東京都文京区本郷 1-28-10 

代表者 代表取締役社長 角 秀洋 代表取締役社長 平塚 徹 

事業内容 生活習慣病予防事業 

（特定保健指導/重症化予防事業等） 

メンタルヘルスケア事業 

健康経営コンサルティング事業 

保健事業コンサルティング事業 

情報提供サービス事業 

生活習慣病改善指導事業 

（特定保健指導/専門職への保健指導支

援ツールの提供） 

資本金 10 百万円  

株主 ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 

100％ 

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ ヘ ル ス サ ポ ー ト 株 式 会 社 

100％ 

 

 以上  

 

 

経営企画部  101-0063  東京都千代田区神田淡路町  1-2-3  Tel:03-5209-8968  http://www.sompo-hs.co.jp 

 



 

＜別紙＞ 

 本合併により、ＳＯＭＰＯヘルスサポートとＨＣＣが提供する WEB での情報提供サービス事業 

およびオーダーメイド型情報提供冊子事業のサービスを統合します。 

 

1．統合後のブランド名 

統合後のブランド名は「QUPiO Plus」とし、WEB・冊子の両サービスで使用します。  

 ※商標登録申請中 

 

2．新たなサービスの特長 

健康・医療に関する情報提供サービスは、医療保険者が保有する特定健診やレセプト等のデータ

をもとに、利用者に対し ICT（情報通信技術）を活用して自身の健康・医療に関する情報をわかり

やすく提供するサービスです。 

（1）QUPiO Plus WEB 版 

特長 概要 

①保険者管理画面が充実 ・受診傷病名と診療行為、処方されたお薬を独自の技術で

紐付けし、より正確なデータ集計を実現 

・受診勧奨、ジェネリック等通知の閲覧状況確認が可能 

②保健事業を効率的に実施 ・医療費通知等のペーパーレス化による配送コスト削減 

・保健指導も同一サイト内で利用可能 

③充実したコンテンツを提供 ・ウォーキングなどのイベントプログラム 

・ポイントを商品に交換できるポイントプログラム 

上記以外にも、利用者向け機能として、様々な機能も搭載しています。 

 

（2）QUPiO Plus 冊子版 

特長 概要 

① パ ー ソ ナ ラ イ ズ 化 さ れ た オ ー

ダーメイドの冊子 

冊子を受け取る本人の健診結果とその結果に関連するアド

バイスや疾病発症リスク等の健康情報を掲載 

②行動変容促進 自分にいま必要な対策からその実現方法まで幅広く掲載し

た読み易い構成 

③読み手の視点に立った内容 グラフやイラスト（信号表記）を使用して視覚的に分かり

やすい表記 

3．サービス統合のスケジュール 

サービス名 提供開始予定時期 

QUPiO Plus WEB 版 2019 年 4 月 

QUPiO Plus 冊子版 2019 年 7 月 

 

サービス統合にあたり、情報提供サービスの企画・運営を行う専門部署を新設します。  

4．今後の展開 

予防を中心としたヘルスケア分野における AI（人工知能）等の最新技術の活用に向けて、研究・

開発を進めています。今後、これらの技術を組み合わせることで、個々人にパーソナライズされた

情報提供サービスを展開していくことを目指します。 


